
イベントレポート       

【 センテニアル・パーク 京都競馬場 トークイベント・表彰式 】 

中村芝翫丈 中村橋之助丈 登場 
 

 2023年 5月 28日（日）、JRA京都競馬場が開設１００周年記念事業の一環として約 2年半のリニューアル期間

をかけ、生まれ変わったセンテニアル・パーク京都競馬場に、中村芝翫と中村橋之助がトークショーと表彰式プレゼンターで登場

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 快晴に恵まれた京都競馬場・ターフステージに、紋付袴姿で登場した中村芝翫・中村橋之助親子。京都競馬場の観客エ

リアからも「成駒屋！」の声がかかりました。新しくなった京都競馬場の美しさに、二人も大いに感動している様子でした。 

 芝翫は、3月に南座で行われた「京都競馬場グランドオープン記念イベント」にて歌之助と披露した舞踊『連獅子』について

振り返りつつ、成駒屋ファミリーと競馬の思い出などを語りました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

同日、東京競馬場で行われた「日本ダービー」について話題が移ると、二人とも「ファントムシーフ号」（武豊騎手）を軸に

予想。芝翫は、熱心な競馬ファンである次男・福之助からのアドバイスを踏まえて予想したということでした。 

トークショーにて、観客からの声援にこたえる 芝翫と橋之助  



 

 また、芝翫は、親子で活躍する姿にシンパシーを感じ応援しているという騎手一家・横山家の活躍への期待を込めて、３人

が騎乗する馬を自身の予想に加えました。 

最後には、橋之助ら成駒屋三兄弟が６月 30日に初日を控える自主公演「第一回 神谷町小歌舞伎」を紹介しなが

ら、芝翫より京都の競馬ファンに向けて「競馬と同様に歌舞伎もぜひご贔屓に」、と挨拶し、トークショーを締めくくりました。 

 

 

◆トークショー後 コメント 

中村芝翫 

「京都競馬場にお伺いして、本当に素晴らしい景色で感動しました。お客さんの表情も明るく、キラキラしているのが

印象的です。歌舞伎も競馬も日本の大切な文化ですので、今回の機会を嬉しく思っています」 

 

中村橋之助 

「コロナ禍で競馬をよく楽しんでいましたが、コロナを経て競馬場に来たのは今日が初めてです。芝生の青さと美しさ

に、ドキドキして胸が高まりました」 

 

 

 

 

 また、同日の京都競馬場のメインレース・安土城ステークスの勝ち馬（ママコチャ号・鮫島克駿騎手）の表彰式にプレゼンタ

ーとして黒紋付で登場しました。 

 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

京都競馬場内・ゴールサイド２階９番柱付近には、３月２８日・南座で行われたイベントでお披露目された 

「競馬馬まねき」を展示。新しくなった京都競馬場にお運びの際はぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


